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◎巻頭言　全日本盲学校教育研究会　会長　青木　隆一

【北海道地区】 【中国・四国地区】

◎北海道内盲学校・視覚支援学校の協働した取組
　選ばれる学校を目指す効果的な取組について
　　北海道札幌視覚支援学校　山田　剛弥

◎「社会でよりよく生きる力」の獲得を目指して
　～就労に向けて必要な力を身につけるための教科学習での取組～
　　岡山県立岡山盲学校　一番ヶ瀬　香里

◎本校の単独下校指導に関わる整備について
　～チェックリストを切り口として～
　　北海道函館盲学校　木下　学

◎切れ目のない地域支援を目指して
　～本校の設置する見えにくさと学びの相談センターの取組～
　　香川県立盲学校　吉田　満

【東北地区】 【九州地区】

◎視覚障がい教育の専門性に基づく指導の充実
　　岩手県立盛岡視覚支援学校　八角　好美・近藤　真由美
　

◎幼児児童生徒が課題に気付き、解決できる資質・能力の育成を
　目指して～教科等横断的な視点に立った教育活動の見直し～
　　福岡県立北九州視覚特別支援学校　永江　哲

◎盲児が外国語を通して体験的に学ぶために
　　山形県立山形盲学校　小野　あゆ子
　

◎弱視教育の専門性の維持・向上を目指して
　～県内弱視学級担当者との勉強会などを通した授業づくり～
　　沖縄県立沖縄盲学校　伊波　興穂・小笠原　久美・真境名　貴子
                                   宮城　勝江・金城　奈緒子・中崎　良知

【関東甲信越地区】

◎「魅力ある盲学校をめざして」
　　横浜市立盲特別支援学校　林　美典
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◎「自立活動におけるICTの指導と活用」
　～点字情報端末の活用を目指して～
　　神奈川県立平塚盲学校　齋藤　健二
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◎ ICT及び入出力支援装置を使用した児童生徒への教育活動
　　群馬県立盲学校　加藤　匠
　

◎御挨拶　富山大会運営委員長　佐伯　英子

◎「日本彫刻展覧会」の鑑賞の取り組みについて
　　東京都立久我山青光学園　伊藤　明子
　

◎祝辞　前文部科学大臣　末松　信介

【中部地区】

◎基礎的臨床能力の獲得に向けた取組
　〜到達度試験の実施を通して〜
　　富山県立富山視覚総合支援学校　藤澤　綾香

◎つながり・広がり・持続可能な交流及び共同学習を目指して
　－オンラインの活用と、共同学習から協働学習へ向かうために－
　　静岡県立浜松視覚特別支援学校　袴田　純子

【近畿地区】

◎地域支援を通じた専門性の維持・継承
　～地域から求められる視覚障がい教育の専門性の保障～
　　大阪府立大阪北視覚支援学校　渡邉　史子

◎地域における視覚支援学級との交流
　〜１年間の俳句作りを通して芽生えたもの〜
　　京都府立盲学校　水上　久照
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◎全体会（講演）
　「デジタル社会（ICT)の到来と視覚障害者の生活や職業の展望」
　～今、盲学校教員（教育）に求められるもの～
　　内閣府障害者政策委員会　委員長　石川　准

◎分科会への提言
　第１分科会(学習指導１)・第２分科会(学習指導２)
　第３分科会(生活)・第４分科会(特別支援)・第5分科会(理療)

◎情報交換会
　
◎全日本盲学校教育研究大会・富山大会アンケート

◎全日本盲学校教育研究会総会報告


